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　　Rakuyoshu,which is a dictionary of Chinese characters published by 
the Jesuit Mission in 1598. In this thesis, author analyzed the kun put on 
the left and right of a kanji, derived several conclusions, about kun. When 













































































































 主従  （左）したがふ
 侍従 （左）したがふ
 従 （左）より （字下）したがふ
　色葉字集 従 （右）より （字下） したがふ　つかふまつ
る　ゆるす
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　落葉集 労 （左）いたづがはし （字下）いたはる　つかる　
　色葉字集 労 （右）いたづがはし （字下）つかる　いたはる
 労 （右）つかる （字下） いたづがはし　いたは
る
　小玉篇 労 （左）いたづがはし （字下）いたはる　つかる
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　慶長 15 年版本と慶安 4 年版本とは，鳥瞰的には「ちかい」が，虫瞰的
には（当然のことながら）さまざまな小異がある．その「小異」をどのよ
うにとらえるべきかということに答えを出すことは本稿の目的ではないの












































































いのは，なぜ 01 ～ 05 の箇所において「凝」字を使わず「懲」字を使っ
たかということではなく，「コラス」を書くにあたって，「懲」字を使うこ
とができる理由である．それは当然「懲」字の定訓が「こらす」であるた
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めと推測することができ，書き方の自由度が少しひろがっている，つまり
つねに「正訓字」的な書き方だけをしなくてよい，という意味合いでの自
由度がひろがっているとみることができるのではないだろうか．
　文献を観察対象とし，何らかの「方法」に基づいて，ある漢字の「定訓
（標準的な訓）」をわりだしていく作業がまず必要であることはいうまでも
ないが，むしろ「定訓」をひととおり拾い出してからのほうがさまざまな
課題が視野に入ってくるともいえるだろう． 

